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学級活動

「正しい手の洗い方」

●正しい手洗いをすることが自分の健康な生活につながることを理解し、

自分にあった方法を考え、正しい手洗いができるようになる。

「守ろう６才臼歯」

●第１大臼歯の役割や大切さを知り、手稲に歯を磨くことができるように

する。

「何でも食べよう」

●好き嫌いなく食べることの大切さを理解し、健康で丈夫な体にすること

ができるようにする。

「雨の日の過ごし方」

●雨で外遊びができない時の教室での過ごし方を考え,安全に過ごす

ことができるようにする。

「身の回りの安全」

●登下校時の危険について再度確認し、安全に登下校できるようにする。

「身の回りの安全」

●身の回りの安全を保つために危険を予測して必要な事柄を考えること大

切さを知り、安全に過ごすことができる。

「健康な生活（歯と歯肉を守って健康な体を作ろう）」

●健康歯肉と歯肉炎の違いを知り、健康に過ごすために工夫して生活する

ことができるようにする。

「メディアとのかかわり方」

●様々なメディアや情報機器とかかわる中で、よりよいかかわり方を考え

て健康な生活を送ることができるようにする。

「ストレスを上手に発散しよう」

●ストレスが心の健康に影響を与えることを知

り、自分に合った方法でストレスを発散できるよ

うにする。

「薬物乱用の防止」

●様々な薬物の健康への害を知り、気を付けるこ

とを自己決定、実践できるようにする。

「薬物乱用の防止」

●様々な薬物の健康への害を知り、気を付けるこ

とを自己決定、実践できるようにする。

「薬物乱用の防止」

●様々な薬物の健康への害を知り、気を付けるこ

とを自己決定、実践できるようにする。

国語
「くらしと絵文字」

●道路標識の意味を知ることで安全な交通ルールを守ることができるよう

にする。

「新スポーツを考えよう」

●新スポーツを考えることを通して、競技の安全性について考える。

「便利ということ」

●身のまわりの便利なものについて調べることを通して、身近にある危険

を考える。

「新聞を読もう」

●スポーツなどに関する記事を読み、怪我の予防について知る。

「パンフレット」

●SNSの使い方などパンフレットにまとめ伝えることで、SNSの使い方

など理解を深める。

社会
「火事を防ぐ」

●消防署で働く人達の仕事等を見学したりインタビューしたりする学習を

通して、自分たちが火事を防ぐためにできることを考える。

「くらしとごみ」

●ごみの分別の意味を理解し、事故が起きないようにする。

算数
「棒グラフと表」

●学校でけがの多い場所をグラフや表で集計する活動を通して、校内でけ

がをしやすい場所を知り、安全に過ごせるようにする。

「帯グラフと円グラフ」

●生活の安全にまつわるデータを収集・整理することで、統計的な問題解

決ができ、安全に生活するための方法を多面的に考えられるようにする。

「データの使い方」

●生活安全にまつわるデータを読み取り、収集・整理することで、統計的

な問題解決ができ、安全に生活するための方法を多面的に考えられるよう

にする。

理科

「太陽とかげを調べよう」

●遮光プレートの使い方を理解し、太陽を直接見てはいけないことを理解

する。

「太陽の光を調べよう」

●日光のものを温める性質を理解し、安全な活用の仕方を考える。

「天気と気温」

●天気の様子と気温との関係を理解する。

実験

●実験器具の取扱いについて理解し、安全に活動することができるように

する。

実験

●アルコールランプなどの実験器具の取扱いについて理解し、安全に活動

することができるようにする。

実験

●底なし集気瓶や気体検知管、ろうそくなどの実験器具の取扱いについて

理解し、安全に活動することができるようにする。

実験

●植物の観察や水素の爆発実験、水溶液の実験等

を通して、安全に配慮した実験器具の取扱いがで

きるようにする。

実験

炭酸水素ナトリウムの過熱実験や酸化還元反応、

化学変化の実験等を通して、安全に配慮した実験

器具の取扱いができるようにする。

実験

●電解質水溶液の実験や酸とアルカリの中和反応

の実験等を通して、安全に配慮した実験器具の取

扱いができるようにする。

生活科

「学年集団下校」

●学年集団下校を通して、安全な登下校の仕方を理解する。

「夏がやってきた」

●公園の使い方を理解し、安全に気を付けて利用することができる。

「冬を楽しもう」

●冬の自然と関わる活動を通して、自分で遊びを考え楽しく活動すること

ができるようにする。

「春だ　今日から２年生」

●１年生と学校探検をしたり、校庭で遊んだりすることを通して、

自分で考え、行動することができるようにする。

音楽

図画工作
「めざせ！カッターナイフ名人」

●カッターナイフの使用を通して、怪我をしないように、いろいろ

な線を切る活動に取り組めるようにする。

「トントンくぎ打ち、コンコンビー玉」

「のこぎりひいてザク、ザク、ザク」

●のこぎりや金槌などの使用を通して、けがをしないように考えながら工

夫して工作活動に取り組めるようにする。

「トントンつないで」

「ほって表す不思議な花」

●彫刻刀やのこぎり、金槌などの使用を通して、けがをしないように考え

ながら工夫して工作活動に取り組めるようにする。

「糸のこの寄り道散歩」

●電動糸のこぎりの使用を通して、怪我をしないように考えながら工夫し

て工作活動に取り組めるようにする。

工作

●電動のこぎりやペンチ、のこぎりなどの使用を通して、怪我をしないよ

うに考えながら工夫して工作活動に取り組めるようにする。

家庭科

調理実習

●火やガス、調理器具の取扱いや安全で衛生的な調理について理解できる

ようにする。

製作活動

●針やミシンなどの用具の安全な取扱いについて理解し、適切に使うこと

ができるようにする。

調理実習

●火やガス、調理器具の取扱いや安全で衛生的な調理について理解できる

ようにする。

製作活動

●針やミシンなどの用具の安全な取扱いについて理解し、適切に使うこと

ができるようにする。

製作活動

●針やミシンなどの用具の安全な取扱いについて

理解し、適切に使うことができるようにする。

【技術】

制作活動

●材料の切断や接合に使う機器の構造や仕組みを

理解し、安全に制作できるようにする。

調理実習

●火やガス、調理器具の取扱いや安全で衛生的な

調理について理解できるようにする。

【技術】

「エネルギー変換を利用して生活を豊かにする作

品を作ろう」

●機器の手入れや点検について知り、事故防止の

具体的な方法を身に付けることができるようにす

る。

体育
基本的に全単元

●様々な運動を通して、運動する場や用具の使い方などの安全に気をつけ

ることができるようにする。

全単元

●様々な運動を通して、運動する場や用具の使い方などの安全に気

をつけることができるようにする。

全単元

●様々な運動を通して、正しい運動の行い方や安全な場の設定の仕方、用

具の正しい使い方を理解し、けがを防ぐことができるようにする。

全単元

●様々な運動を通して、正しい運動の行い方や安全な場の設定の仕方、用

具の正しい使い方を理解し、けがを防ぐことができるようにする。

全単元

●様々な運動を通して、正しい運動の行い方や安全な場の設定の仕方、用

具の正しい使い方を理解し、けがを防ぐことができるようにする。

「けがの防止」

●学校や地域でのケガの特徴や原因を知ることで、どのように生活して

いったらよいか考えられるようにする。

全単元

●様々な運動を通して、正しい運動の行い方や安全な場の設定の仕方、用

具の正しい使い方を理解し、けがを防ぐことができるようにする。

「病気の予防」

●AEDが設置してある施設や、事故発生時におけるAEDや心肺蘇生法の

重要性についての理解を深める。

全単元

●様々な運動を通して分担した役割を果たしなが

ら、健康・安全に留意して積極的に運動に取り組

むことで、けがを防ぐことができるようにする。

「健康な生活と疾病の予防」

●生活習慣病について確認することで、自分の生

活を振り返り、規則正しい生活を送ることができ

るようにする。

全単元

●様々な運動を通して分担した役割を果たしなが

ら、健康・安全に留意して積極的に運動に取り組

むことで、けがを防ぐことができるようにする。

全単元

●様々な運動を通して自己の責任を果たしなが

ら、健康・安全を確保して自主的に運動に取り組

むことで、けがを防ぐことができるようにする。

「健康な生活と疾病の予防」

●感染症の予防及び個人の健康を守る社騎亜の取

組についての学習を通して、自己の健康の保持増

進に主体的に取り組むことができるようにする。

道徳

「教えていいのかな」

●家族が留守の時にかかってきた電話の応対を題材に、安全に生活

することの大切さを理解し、安全に生活しようとする判断力を育て

る。

「おそろしいゲームいぞん」

●自分自身のゲームやインターネット等の使い方を見直し、節度ある生活

ができるようにする。

「守りたい自分のじょうほう」

●安全に気を付けて、よく考えて行動しようとする態度を育てる。

「ルールを守る」

●自分自身の廊下歩行のルールについて見直し、節度を守った生活ができ

るようにする。

「食事中のメール」

●携帯電話の使い方を考える

「うわさで決めるの？」

●SNS上の会話の問題点を理解することで情報モ

ラルに気を付けて生活できるようにする。

「日曜日の朝に」

●スマートフォンの使う際の約束について考える

ことで、節度のある生活を送ることができるよう

にする。

「つい言い過ぎて」

●SNSでの会話を考えることで、モラルに気を付

けて生活できるようにする。

「アップロード　ダウンロード」

●インターネットトラブルを題材に、情報モラル

の意識を高める。

「便利なスマホ　使い方次第で」

●スマートフォンを使う際のリスクについて考え

ることで、情報モラルの意識を高める。

G・S

学校行事
との

関わり

「保健指導」

●保健室の活用の仕方や入り方を確認し、怪我をした際に保健室に助けを

求めることができるようにする。

「保健指導」

●正しいトイレの使い方について確認し、気持ちよく使用できるよ

うにする。

「保健指導」

●正しい手の洗い方について確認し、清潔に保つことができようにする。

「保健指導」

●適度な運動・バランスの良い食事・十分な睡眠の大切さを確認し、体の

発育の為に大切なことを理解できるようにする。

「保健指導」

●怪我の種類や手当について確認し、怪我をした際に適切な行動を考える

ことができるようにする。

「保健指導」

●生活習慣病について確認することで、自分の生活を振り返り、規則正し

い生活を送ることができるようにする。

生　　活 　　安　　全

 「自分の身を守る方法を知り、指示に従って動くことができる」  「自助の意識をもち、自分の命を自分で守ることができる」  「自分の命を守りつつ、周りにも意識を向けることができる」

ねらい

低学年 中学年 高学年 中学生

 「共助の意識をもち、互いに助け合うことができる」



  

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

「正しい自転車の乗り方」

●自転車の正しい乗り方や簡単な点検方法を知り、安全に乗ることが

できるようにする。

いのちの

　支え合い

いのちの

　支え合い

いのちの

　支え合い

いのちの

　支え合い

いのちの

　支え合い

いのちの

　支え合い

国語

社会

「事故や事件を防ぐ」

●警察署や地域の人たちが事故や事件を防ぐためにしている取り組み

を調べることを通して、安全な街づくりのために自分たちができるこ

とを考える。

「自動車の生産にはげむ人々」

●ニーズに合わせた自動車生産の発展について調べることを通して、

交通ルールの意義や安全に交通しようとする。

算数

「速さ」

●車やバイクの速さを知ることで、車やバイクとのの安全な距離感を

考えられるようにする。

「帯グラフと円グラフ」

●交通安全にまつわるデータを収集・整理することで、統計的な問題

解決ができ、交通安全への意識を高めることができる。

「データの使い方」

●交通安全にまつわるデータを読み取り、収集・整理することで、統

計的な問題解決ができ、身を守るための方法を多面的に考えられるよ

うにする。

理科

生活科
「どきどき　わくわく　まちたんけん」

●交通ルールを守り、地域のさまざまな場所を訪問したり、利用した

りする。

音楽

図画工作

家庭科

体育

「けがの防止・心肺蘇生法」

●交通事故の危険性や原因などを知ることで、どのように注意して

いったらよいか考えられるようになる。また、大きなけがへの対処法

やAEDの使い方を知っておくことで、いざというときに行動取れる

ようにする。

「けがの防止・心肺蘇生法」

●交通事故の危険性や原因などを知ることで、どのように注意して

いったらよいか考えられるようになる。また、大きなけがへの対処法

やAEDの使い方を知っておくことで、いざというときに行動取れる

ようにする。

「心肺蘇生法」

●AEDのやり方、胸骨圧迫のやり方を実習し、実践

できるようにする。

「傷害の防止・心肺蘇生法」

●交通事故や自然災害等による障害の発生要因、応急

手当の意義を理解し、心肺蘇生法などの技能を身に付

けることができるようにする。

「心肺蘇生法」

●AEDのやり方、胸骨圧迫のやり方を実習し、実践

できるようにする。

道徳
「ある朝のできごと」

●交通ルールを守る必要性に気付き、規則正しく生活しようとする。

G・S

学校行事
との

関わり

「交通安全教室」

●安全な横断歩道の歩き方を知り、実践できるようにする。

「自転車免許教室」

●安全な自転車の乗り方を知り、実践できるようにする。

「スケアード・ストレイト」

●スタントマンによる模擬の交通事故の見学を通し

て、交通事故の危険性と交通ルール遵守の重要性を理

解し、交通事故を防ぐための行動を考えrことができ

るようにする。

「スケアード・ストレイト」

●スタントマンによる模擬の交通事故の見学を通し

て、交通事故の危険性と交通ルール遵守の重要性を理

解し、交通事故を防ぐための行動を考えrことができ

るようにする。

「スケアード・ストレイト」

●スタントマンによる模擬の交通事故の見学を通し

て、交通事故の危険性と交通ルール遵守の重要性を理

解し、交通事故を防ぐための行動を考えrことができ

るようにする。

 「共助の意識をもち、互いに助け合うことができる」

交　　通 　　安　　全

学級活動

 「自分の身を守る方法を知り、指示に従って動くことができる」  「自助の意識をもち、自分の命を自分で守ることができる」  「自分の命を守りつつ、周りにも意識を向けることができる」

ねらい

低学年 中学年 高学年 中学生



 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

学級活動

「身の守り方」

●災害が起きたときに、状況に合わせて行動することの大切さを知

り、身を守るためにどのようなことをすればよいかを考えることがで

きるようにする。

「自己の安全確保」

●自然災害等の緊急事態発生時にとるべき行動を

考え、実践できるようにする。

「身の安全の守り方」

●安全確保のために必要な知識・技能を身に付

け、緊急事態発生時に落ち着いて適切な行動がで

きるようにする。

「自他の安全」

●自分や周りの人の命を助けるために必要な知

識・技能を身に付け、緊急事態発生時に自助や共

助の心構えをもって行動することができるように

する。

国語
「新聞を読もう」

●災害に関する記事を読み、様々な防災対策について知る。

「地域の防災について話し合おう」

●地域の防災について調べて、パネルディスカッションを行い、防災

への知識を深め、意識を高める。

社会
「学校のまわりのようす」

●学校の近くを歩いて調べる活動を通して、災害時に避難場所まで移

動する経路をイメージさせる。

「埼玉県の地形や産業の様子」

●自分たちの県の地理的環境の特色について知り、災害の起きやすさ

と関連付けられるようにする。

「水害にそなえるまちづくり」

●自然災害から地域の安全を守るための諸活動について、人々の生活

との関連を踏まえて理解する。

「自然災害とともに生きる」

●自然災害の発生と自然条件の関連や防災・減災に向けた対策につい

て理解し、防災への意識を高める。

「世界と日本の姿」

●国の位置や特色について理解を深めることで、

地形や気候による自然災害と関連付けて考えるこ

とができるようにする。

「日本の様々な地域」

●日本の地形や気候から、自然災害と防災・減災

の取組と関連付けて考えることができるようにす

る。

●身近な地域の課題を見つけ、調査する活動を通

して、防災・防犯等と関連付けて考えることがで

きるようにする。

「私たちの暮らしと経済」

●公害防止と環境保全について考える学習を通し

て、防災の意識を高めることができるようにす

る。

「よりよい社会を目指して」

●持続可能な社会を実現するために、防災・安全

に関して課題があることを理解し、意識を高める

ことができるようにする。

算数
「長いものの長さのはかり方」

●１㎞を歩く活動を通して、災害で歩いて移動した際の時間をイメー

ジさせる。

「単位量あたりの大きさ、速さ、変わり方調べ」

●異種の２つの量を比べることで、避難所の混み具合や、災害被害の

大きさやスピードを予測できるようにする。

「データの使い方」

●防災にまつわるデータを読み取り、収集・整理することで、統計的

な問題解決ができ、身を守るための方法を多面的に考えられるように

する。

理科

「雨水のゆくえと地面の様子」

●雨水の行方と地面の様子を調べる活動を通して、それらについての

理解を深め、水害や大雨時の水の流れの理解へとつなげられるように

する。

台風

・台風による災害や、災害に対する備えについて調べることで、災害

に対する備えの重要性に気づくことができる。

流れる水の働き

・川の水による災害から、どのような場所に危険があるのか調べ、災

害に備えることができる。

「変わり続ける大地」

●地震や噴火による災害や災害に対する備えについて、調べたり考え

たりする。

「大地の成り立ちと変化」

●自然がもたらす恵み及び火山災害や地震災害に

ついて調べることで、防災意識を高めることがで

きるようにする。

「天気の変化と大気の動き」

「大気の動きと日本の四季」

●気象現象がもたらす自然の恵み及び気象災害に

ついて調べることで、防災意識を高めることがで

きるようにする。

「持続可能な社会をめざして」

●科学技術の発展を通して、自然環境の変化と関

連付けながら身近にあるトラブルに目を向け、解

決方法を探ることができるようにする。

生活科

音楽

図画工作

家庭科
「食べて元気に」

●災害時のたき出しについて知り、周りの人と助け合おうとする。

体育
「けがの防止・心肺蘇生法」

●大きなけがへの対処法やAEDの使い方を知っておくことで、災害時

に適切な行動を取れるようにする。

「病気の予防・心肺蘇生法」

●大きなけがへの対処法やAEDの使い方を知っておくことで、災害時

に適切な行動を取れるようにする。

「傷害の防止・心肺蘇生法」

●交通事故や自然災害等による障害の発生要因、

応急手当の意義を理解し、心肺蘇生法などの技能

を身に付けることができるようにする。

道徳

「やっぺし」

●東日本大震災後にボランティアに行った先生の体験談と思いについ

て話し合うことを通して、地域を大切にすることのよさに気づき、伝

統と文化を大切にしていこうとする心情を育てる。

「稲むらの火」

●津波や地震の恐ろしさを感じながら、冷静で迅速に行動する大切さ

に気付く。

「安全について考えよう」

●災害時の自分の身の守り方や人を助けるための行動を考える。

「津波てんでんこ」

●防災に対する意識を高め、地域に根付いた伝統

文化について考える。

「私は大丈夫　～そんな気持ちはないですか」

●被災者の声や資料から、安全な生活のためにで

きることを考える。

G・S
「アルファベット・自己紹介、位置と場所」

●災害時、日本語を母語としない人たちともコミュニケーションが取

れるようにする。

「アルファベット・自己紹介、位置と場所」

●災害時、日本語を母語としない人たちともコミュニケーションが取

れるようにする。

学校行事
との

関わり

「避難訓練」

●地震発生に対して避難行動を知り、実践できるようにする。

「水害時の避難訓練」

●水害が起きた時の安全な避難行動を知り、実践できるように

する。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して、避難行動や引き渡しまでの待ち方を知

り、実践できるようにする。

「防犯訓練」「防犯講習」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、先生の指示に従って安全な

避難ができるようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して避難行動を知り、実践できるようにする。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して、避難行動や引き渡しまでの待ち方を知

り、実践できるようにする。

「防犯訓練」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、先生の指示に従って安全な

避難ができるようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動がとれるようにする。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動や引き渡し時の待機がで

きるようにする。

「防犯訓練」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、安全かつ敏速に避難行動がとれる

ようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動がとれるようにする。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動や引き渡し時の待機がで

きるようにする。

「防犯訓練」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、安全かつ敏速に避難行動がとれる

ようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速にその場に即した行動がとれるよう

にする。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動や引き渡し時の待機がで

きるようにする。

「防犯訓練」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、安全かつ敏速に避難行動がとれる

ようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速にその場に即した行動がとれるよう

にする。

「引き渡し訓練」

●地震発生に対して安全かつ敏速に避難行動や引き渡し時の待機がで

きるようにする。

「防犯訓練」

●不審者等の侵入に伴う緊急時に、安全かつ敏速に避難行動がとれる

ようにする。

「避難訓練」

●地震発生に対して正しい知識、行動を身に付

け、安全に引き渡し・集団下校ができるようにす

る。

「避難訓練」

●地震発生に対して正しい知識、行動を身に付

け、安全に引き渡し・集団下校ができるようにす

る。

「避難訓練」

●地震発生に対して正しい知識、行動を身に付

け、安全に引き渡し・集団下校ができるようにす

る。

ねらい

 「共助の意識をもち、互いに助け合うことができる」

災　　害　　安　　全

 「自分の身を守る方法を知り、指示に従って動くことができる」  「自助の意識をもち、自分の命を自分で守ることができる」  「自分の命を守りつつ、周りにも意識を向けることができる」

高学年中学年低学年 中学生


